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は
じ
め
に 

  

姫
路
藩
の
大
庄
屋
制
に
つ
い
て
は
羽
田
真
也
に
よ
る
研
究

（
１
）

が
あ
り
、
同
藩
の

大
庄
屋
制
の
多
様
な
側
面
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
実
態
が
解
明
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
同
藩
の
大
庄
屋
制
に
つ
い
て
は
幾
人
か
の
論
者
に
よ
る

研
究
が
あ
る
が
、
大
庄
屋
が
各
大
庄
屋
組
内
で
ど
の
よ
う
な
支
配
を
行
っ
て
い

た
の
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
は
、
今
の
と
こ
ろ
羽
田
の

研
究
に
限
ら
れ
、
貴
重
な
成
果
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
羽
田
の
研
究
は
加
古
郡

新
野
辺
組
で
の
大
庄
屋
制
を
対
象
と
し
て
お
り
、
同
藩
の
大
庄
屋
制
に
つ
い
て

全
面
的
に
考
察
し
た
わ
け
で
は
な
い
。 

後
述
の
よ
う
に
、
姫
路
藩
の
大
庄
屋
制
は
規
模
が
大
き
く
、
一
つ
の
大
庄
屋

組
で
の
大
庄
屋
制
を
例
に
取
っ
た
だ
け
で
は
、
そ
の
全
貌
に
は
迫
り
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
は
、
同
藩
の
大
庄
屋
制
の
事
例
を
一
つ
で
も
多
く
掘

り
起
こ
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
的
に
同
藩
の
大
庄
屋
制
の

全
貌
に
迫
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
神
東
郡
辻
川
組
の
大
庄
屋
三
木

家
を
対
象
と
し
、
そ
の
職
務
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
際
、
素
材
と
す
る
の
は
、
大
庄
屋
三
木
家
文
書
中
の
文
政
六
年
一
月
「
諸

御
用
日
記
」
で
あ
る
。 

 

（
１
）「
播
州
姫
路
藩
の
触
元
大
庄
屋
と
在
年
行
事
に
つ
い
て
」（『
関
西
学
院
史

学
』
三
〇
、
二
〇
〇
三
年
）・「
播
州
姫
路
藩
の
大
庄
屋
制
と
支
役
庄
屋
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
六
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
。 

 

一 

姫
路
藩
の
大
庄
屋
制
の
概
要 

 

ま
ず
、
姫
路
藩
の
大
庄
屋
制
の
概
要
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

姫
路
藩
の
大
庄
屋
制
は
池
田
期
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
数

カ
村
か
ら
二
十
数
カ
村
ご
と
に
大
庄
屋
組
を
設
け
、
村
役
人
の
上
に
大
庄
屋
が

置
か
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
酒
井
期
に
は
在
地
が
二
八
の
大
庄
屋
組
に

分
割
さ
れ
、
姫
路
に
い
る
四
人
の
代
官
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
状

況
を
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
こ
の
中
の
⑦
辻
川
組
を
三
木
家
が
管
轄
し
て

い
た
の
で
あ
る
。 

大
庄
屋
の
職
務
と
し
て
は
、
組
内
の
年
貢
米
の
決
算
、
水
利
普
請
の
監
督
、

【
論
文
】 

姫
路
藩
の
大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
に
つ
い
て 

山
﨑 

善
弘 
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庄
屋
か
ら
の
領
主
宛
諸
届
の
取
り
次
ぎ
・
争
論
の
調
停
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る

（
１
）

。
以
下
で
は
、
三
木
家
が
辻
川
組
内
で
ど
の
よ
う
な
職
務
を
遂
行
し

て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
に
迫
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

（
１
）
橋
本
政
次
『
姫
路
城
史
』
下
（
姫
路
城
史
刊
行
会
、
一
九
五
二
年
）、
一

九
八
～
二
〇
〇
頁
。 

  

二 

大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
に
つ
い
て 

  

文
政
六
年
一
月
「
諸
御
用
日
記
」
は
、
当
時
、
辻
川
組
の
大
庄
屋
で
あ
っ
た

三
木
藤
作
の
手
に
よ
る
職
務
日
記
で
あ
る
。
辻
川
組
は
西
川
辺
村
・
東
川
辺
村
・

上
瀬
賀
村
・
下
瀬
賀
村
・
西
田
中
村
・
北
田
中
村
・
上
田
中
村
・
保
喜
村
・
上

牛
尾
村
・
下
牛
尾
村
・
西
小
畑
村
・
東
小
畑
村
・
浅
野
村
・
井
ノ
口
村
・
北
野

村
・
田
尻
村
・
大
門
村

（
１
）

の
計
二
一
カ
村
か
ら
な
り
、
こ
の
日
記
に
は
、
こ
れ
ら

村
々
を
管
轄
す
る
大
庄
屋
と
し
て
の
職
務
に
関
わ
る
多
様
な
記
事
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
以
下
で
は
、
職
務
内
容
ご
と
に
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
実
際
を

見
て
い
こ
う
。 

 

１ 

触
の
伝
達 

  

ま
ず
、
藩
か
ら
の
触
の
伝
達
に
関
与
す
る
側
面
か
ら
見
よ
う
。 

堂
町
新
地
壱
丁
目
播
磨
屋
利
兵
衛
借
家
天
満
屋
代
判
惣
助
方
ニ
旅
宿 

江
戸
深
川
佐
賀
町
御
九
郎
店 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
兵
衛 

 
 

右
弥
兵
衛
儀
実
綿
市
立
之
義
相
願
差
免
、
右
市
場
所
天
満
拾
壱
丁
目
ニ
相

極
候
間
、
市
売
望
之
者
者
作
綿
勝
手
次
第
右
市
場
処
江
可
差
出
、
尤
帳
合
・

延
商
ひ
等
之
義
者
決
而
不
致
筈
ニ
置
之

ト

之

段
、
文
化
七
午
年
四
月
相
触
置
候

処
、
右
市
場
替
之
義
相
願
、
当
時
長
堀
次
郎
兵
衛
町
ニ
お
ゐ
て
市
立
い
た

し
候
間
、市
売
望
之
者
者
作
綿
右
場
処
江
可
差
出
候
、尤
最
前
相
触
候
通
、

帳
合
・
延
商
等
之
義
者
決
而
不
致
筈
ニ
候
之
条
、
其
旨
可
存
候 

 
 
 
 
 

午
三
月 

 
 

右
之
通
去
午
三
月
中
、
実
綿
市
之
義
郡
切
御
触
有
之
候
処
、
弥
兵
衛
出
店

引
請
人
御
代
官
所
飾
西
郡
同
村
芦
田
五
郎
兵
衛
と
申
者
取
締
之
由
ニ
候
、

右
五
郎
兵
衛
手
先
之
者
近
頃
岡
組
加
古
新
村
江
罷
越
、
別
紙
之
通
引
合
書

差
出
、
鑑
札
を
請
候
様
申
之
、
綿
拾
貫
目
ニ
付
三
分
ツ
々

（
ヽ
）

右
弥
兵
衛
江
相

渡
可
申
、
若
不
承
知
ニ
候
ハ
ヽ
綿
売
買
相
成
不
申
、
猶
又
其
旨
所
役
人
江

掛
合
之
上
、
大
坂
御
番
所
江
相
願
可
申
と
手
強
申
聞
候
由
訴
出
候
、
右
御

触
面
と
ハ
大
ニ
相
違
い
た
し
候
間
、
鑑
札
受
候
義
并
綿
拾
貫
目
ニ
付
三
分
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ツ
々
弥
兵
衛
江
相
渡
候
義
一
切
頓
着
ニ
不
及
候
、
無
株
ニ
而
売
買
致
候
義

も
前
々
よ
り
仕
来
之
通
致
候
段
手
強
可
申
聞
候
、
若
彼
是
申
聞
候
ハ
ヽ
、

引
合
書
之
裏
書
ニ
市
立
不
申
、
前
々
よ
り
無
株
ニ
而
売
買
致
来
候
段
裏
書

ニ
致
候
而
も
不
苦
候
、
勿
論
市
立
之
義
者
御
触
之
通
不
相
成
候
得
共
、
鑑

札
者
□
之
書
□
□
請
候
義
不
相
成
候
、
此
段
承
知
可
致
候
、
右
之
趣
村
々

不
洩
様
相
触
可
申
候
、
以
上 

 
 
 
 
 

未
四
月 

文
政
六
年
癸
未
四
月
也 

 
 

御
代
官
様
よ
り
御
召
之
上
、
右
之
通
相
触
候
様
被
仰
渡
候
間
、
村
々
不
洩

様
早
々
御
触
可
被
成
候
、
以
上 

四
月
廿
九
日 

 
 
 
 

触
元
大
庄
屋
㊞ 

中
嶋 

御
立 

辻
川 

 
 
 
 
 
 

右
大
庄
屋
所 

  
 
 
 
 
 

 
 

覚 

 
 

摂
河
泉
播
之
内
綿
市
場
之
儀
、
諸
方
之
百
姓
売
之
義
者
勝
手
次
第
ニ
被
致

候
、
此
儀
綿
市
場
ニ
お
ゐ
て
差
構
無
御
座
候
、
尤
実
綿
・
く
り
綿
無
株
ニ

而
売
買
被
致
義
者
御
免
株
綿
市
場
之
差
構
ニ
相
成
候
ニ
付
、
無
株
ニ
而
之

相
止
メ
不
申
候
ハ
ヽ
、
大
坂
御
番
所
江
御
糺
奉
願
候
、
依
之
此
段
御
引
合

申
上
候
、
已
上 

 
 
 
 
 
 

但
シ
、
其
村
内
何
兵
衛 

 
 
 
 
 

年
号
月
日 

 
 
 

御
免
綿
市
場
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
戸
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

弥
兵
衛 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
役
人
中 

 
 
 
 
 

大
坂
岩
田
町
綿
屋
弥
兵
衛
播
州
出
店
引
受
人 

飾
西
郡
同
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦
田
五
郎
兵
衛 

 
 

右
之
御
触
、
文
政
六
未
年
五
月
朔
日
ニ
来 

 

こ
の
触
は
文
政
六
年
四
月
二
九
日
に
、
触
元
大
庄
屋
か
ら
中
嶋
組
・
御
立
組
・

辻
川
組
の
大
庄
屋
所
に
対
し
て
伝
達
さ
れ
た
も
の
で
、
播
磨
国
へ
、
大
坂
の
実

綿
市
場
主
江
戸
屋
弥
兵
衛
が
介
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
姫
路
藩
が

村
々
に
そ
の
対
応
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。 

 

播
磨
国
へ
の
弥
兵
衛
の
介
入
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿

（
２
）

で
述
べ
て
い
る
の

で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
弥
兵
衛
が
播
磨
国
へ
出
店
し
、
同
国
で
綿
売

買
に
携
わ
っ
て
い
る
農
民
ら
を
統
制
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、「
鑑
札
受
候
義

并
綿
拾
貫
目
ニ
付
三
分
ツ
々
弥
兵
衛
江
相
渡
候
義
一
切
頓
着
ニ
不
及
候
、
無
株
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ニ
而
売
買
致
候
義
も
前
々
よ
り
仕
来
之
通
致
候
段
手
強
可
申
聞
候
」
と
、
弥
兵

衛
の
配
下
に
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
藩
は
強
く
申
し
渡
し
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
こ
の
問
題
は
解
決
す
る
こ
と
な
く
持
ち
越
さ
れ
、
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
に
は
、
姫
路
藩
領
の
み
な
ら
ず
、
播
磨
一
国
の
村
々
が
弥
兵
衛
を
相

手
取
っ
て
国
訴
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
段
階
で
の
姫
路
藩
で
の

状
況
が
知
ら
れ
る
注
目
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
触
の
伝
達
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
を
戻
そ
う
。 

 

触
元
大
庄
屋
と
は
、
二
八
の
大
庄
屋
組
が
四
人
の
代
官
の
支
配
地
ご
と
に
組

合
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
内
の
大
庄
屋
た
ち
の
う
ち
の
一
人
が
任
命
さ

れ
た
役
職
で
あ
り
、
代
官
の
命
令
を
組
合
内
の
他
の
大
庄
屋
た
ち
へ
通
達
し
て

い
た
。
こ
の
触
か
ら
は
触
元
大
庄
屋
の
名
前
な
ど
は
知
ら
れ
な
い
が
、
中
嶋
組
・

御
立
組
・
辻
川
組
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
触
を
伝
達
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
ら
に
、
傍
線
部
を
読
ん
で
み
る
と
、
こ
れ
ら
三
組
が
触
の
終
着
点
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
触
元
大
庄
屋
は
代
官
か
ら
召
し
出
さ
れ
た
上
で
、
こ
の
触

を
大
庄
屋
組
へ
伝
達
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
三
組
の
大

庄
屋
に
対
し
て
、
各
組
内
村
々
へ
伝
達
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
姫
路
藩
で
は
、
代
官
→
触
元
大
庄
屋
→
大
庄
屋
→
村
々
と
い
う
ル

ー
ト
を
経
て
領
内
村
々
へ
藩
の
命
令
を
周
知
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
各
村
々
に
触
を
伝
達
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
大
庄
屋
が
担
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
触
を
写
し
取
っ
た
の
は
藤
作
で
あ
り
、
彼
が
管
轄
し
た
の
は
辻
川
組
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
同
組
内
の
村
々
に
対
し
て
こ
の
触
を
伝
達
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

  
 

２ 

願
書
へ
の
押
印 

 

次
に
、
村
々
か
ら
藩
宛
の
願
書
へ
の
押
印
に
つ
い
て
見
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

差
上
申
願
書
之
事 

 
 

一
当
村
佐
兵
衛
年
三
十
八
、
右
之
者
此
度
勝
手
ニ
付
同
村
庄
八
方
江
同
居

仕
度
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被 

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、

以
上 

 
 
 
 

文
政
六
未
年
正
月 

 
 
 
 

辻
川
組
田
尻
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
右
衛
門
㊞ 

 
 
 

右
之
通
奉
願
上
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
木
藤
作
㊞ 

 
 
 
 

内
海
藤
橋
様 

 
 
 
 
 
 

御
役
所 
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こ
の
願
書
は
文
政
六
年
一
月
に
、
辻
川
組
田
尻
村
の
庄
屋
庄
右
衛
門
か
ら
代

官
内
海
藤
橋
の
役
所
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
同
村
の
佐
兵
衛
な
る
者
が
同
村

の
庄
八
方
へ
同
居
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
願
っ
て

い
る
。 

 

し
か
し
、
田
尻
村
の
庄
屋
庄
右
衛
門
か
ら
代
官
所
へ
直
接
願
書
を
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
大
庄
屋
三
木
藤
作
が
押
印
を
し
た
上
で
、
代
官
所
へ
提
出
し
て

い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
辻
川
組
内
の
村
々
か
ら
代
官
所
へ
願
書
を
提
出
す
る
際
は
、

村
々
か
ら
直
接
提
出
す
る
の
で
は
な
く
、
同
組
を
管
轄
す
る
大
庄
屋
が
取
り
続

く
形
で
代
官
所
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  
 

３ 

出
入
の
吟
味 

  

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
職
務
は
、
い
わ
ば
代
官
と
村
々
と
の
間
の
仲
介

業
務
で
あ
る
が
、
次
に
、
藤
作
が
辻
川
組
内
の
村
々
を
直
接
支
配
す
る
側
面
を

見
て
い
こ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

差
上
申
願
書
之
事 

 
 

一
同
組
北
野
村
地
内
う
し
ろ
山
と
申
所
ニ
我
々
御
運
上
御
林
相
預
り
居
申

候
ニ
付
、
長
八
と
申
者
ニ
為
致
番
居
申
候
所
、
今
日
長
八
倅
山
見
廻
ニ

参
候
処
、
保
喜
村
之
者
一
人
参
、松
之
枝
并
落
葉
等
取
居
申
処ニ

付

咎
候
処
、

荷
物
捨
置
罷
帰
候
処
、
無
程
大
勢
押
寄
候
ニ
付
、
早
々
逃
帰
候
趣
、
親

長
八
甚
心
嗔

（
カ
）

体
ニ
而
我
々
方
江
申
参
、
右
体
保
喜
村
之
者
強
勢
仕
候
得

者
、
中
々
番
も
難
仕
申
出
候
ニ
付
、
銘
々
か
け
付
見
候
所
、
松
之
枝
等

荒
シ
、
村
中

カ
（
マ
マ
）

迄
皆
々
帰
居
申
候
故
、
保
喜
村
庄
屋
江
其
趣
届
置
罷

帰
申
候
、
右
体
強
勢
成
致
方
ニ
而
者
番
い
た
し
候
者
も
無
之
様
相
成
候

而
者
、
御
林
生
立
不
申
歎
敷
奉
存
候
、
何
卒
乍
恐
保
喜
村
之
者
共
御
召

出
被
遊
、
御
吟
味
之
程
奉
願
上
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辻
川
組
同
村
願
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
政
四
年 

 
 
 
 
 
 
 

 

清
太
夫 

 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巳
十
二
月 

 
 
 
 
 

 

次
右
衛
門 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
兵
衛 

 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

傳
右
衛
門 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

多
十
郎 

 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

治
兵
衛 

 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

北
野
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
右
衛
門 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

辻
川
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

仙
之
助 

 

印 
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北
野
村
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
右
衛
門 

印 

 

こ
の
願
書
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
二
月
に
、
辻
川
組
北
野
村
の
願
人

ら
か
ら
藤
作
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
同
村
地
内
の
う
し
ろ
山
に
あ
る
運
上
林

へ
同
組
保
喜
村
の
者
が
入
り
込
ん
で
松
の
枝
や
落
ち
葉
な
ど
を
盗
ん
だ
件
で
、

同
村
の
者
ど
も
の
吟
味
を
願
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
願
書
を
受
理
し
た
藤
作
は
、「
右
之
通
願
出
候
ニ
付
改
日
召
呼
相
調
候
」

と
あ
り
、
早
速
、
保
喜
村
の
者
ど
も
を
召
喚
し
、
吟
味
を
開
始
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
着
々
相
分
候
得
と
も
、
外
御
用
差
支
ニ
付
差
延
候
処
、
午
春
正
月
十
二

日
立
ニ
而
出
府
い
た
し
、
其
後
御
用
差
支
、
午
年
中
得
取
掛
り
不
申
、
未
春
入

ニ
相
調
候
」
と
あ
り
、
御
用
繁
多
に
つ
き
吟
味
は
先
延
ば
し
に
な
り
、
文
政
六

年
の
春
に
入
っ
て
漸
く
吟
味
を
再
開
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
喜
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

年
三
十
七 
傳
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

同
三
十
弐 

粂
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
三
十
八 

常
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
弐
十
七 

惣
右
衛
門 

 
 

一
其
方
去
々
巳
年
十
二
月
中
、北
野
村
分
御
運
上
林
江
落
葉
盗
ニ
参
候
節
、

山
番
之
者
見
咎
候
処
、
却
而
多
人
数
□
番
之
者
追
行
可
及
打
擲
之
趣
ニ

候
所
、
番
之
者
逃
延
候
由
、
盗
山
ニ
参
、
剰
強
勢
之
働
如
何
相
心
得
右

体
仕
業
ニ
有
之
候
哉
、
形
合
可
申
之 

 
 
 
 

此
義
落
葉
盗
取
申
度
、
粂
右
衛
門
・
常
次
郎
・
惣
右
衛
門
・
藤
蔵
・

已
之
助
同
道
仕
、
林
之
際
江
参
候
所
、
弥
右
衛
門
・
傳
兵
衛
先
江
参

居
、
弥
右
衛
門
持
参
の
俵
等
山
番
ニ
被
取
候
ニ
付
、
取
返
呉
度
弥
右

衛
門
相
頼
候
ニ
付
、
弥
右
衛
門
・
傳
兵
衛
ニ
引
続
五
人
共
山
之
中
程

迄
追
掛
ケ
申
候
得
と
も
、
山
番
逃
去
候
ニ
付
、
銘
々
高
□
り
ニ
雑
言

仕
□
□
申
候
、
尤
落
葉
已
之
助
者
跡
ニ
残
居
申
義
ニ
御
坐
候 

 
 

一
山
番
之
者
捕
候
上
者
如
何
い
た
し
候
存
心
ニ
候
、
多
人
数
追
掛
ケ
候
哉 

 
 
 
 

此
儀
弥
右
衛
門
被
取
候
俵
等
取
返
申
度
、
且
者
少
々
悩
メ
置
候
得
者

重
而
山
江
入
込
候
節
厳
敷
も
申
間
敷
哉
と
相
心
得
、
無
弁
追
掛
候
義

ニ
御
坐
候 

一
兼
而
留
山
之
義
乍
存
多
人
入
込
、
剰
番
之
者
致
打
擲
置
候
得
者
、
後
々

我
儘
ニ
入
込
候
様
相
成
可
申
と
相
工
候
様
重
々
不
届
至
極
候
、
申
分
ケ

有
之
候
哉 

 
 

此
義
蒙
御
察
当
一
言
之
申
訳
無
御
坐
奉
談
入
候
、
此
義
ニ
付
如
何
様

之
御
咎
被
仰
付
候
共
、
少
も
申
分
無
御
坐
候
、
右
奉
申
上
候
通
少
も

相
違
無
御
坐
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

辻
川
組
保
喜
村 
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傳
兵
衛 

 
 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

政
右
衛
門
倅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

粂
右
衛
門 

 

爪
印 

文
政
六
未
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
次
郎 

 
 

印 

 
 
 

三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

惣
左

（
右
）

衛
門 

 

印 

 
 
 

右
申
上
口
承
り
候
処
、
相
違
無
御
坐
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
人
組
頭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

清
次
郎 

 
 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

弥
次
右
衛
門 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
庄
屋 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

頼
之
助 

 
 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

取
次
井
ノ
口
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

儀
左
衛
門 

 
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

保
喜
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

年
十
七 

藤 

蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
十
五 

已
之
助 

 

こ
の
文
書
は
文
政
六
年
三
月
に
、
保
喜
村
の
傳
兵
衛
・
粂
右
衛
門
・
常
次
郎
・

惣
右
衛
門
か
ら
藤
作
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
藤
作
か
ら
の
三
つ
の
質
問
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
四
人
が
回
答
し
て
い
る
。 

 

第
一
条
で
は
、
文
政
四
年
一
二
月
に
、
北
野
村
の
運
上
林
へ
落
ち
葉
を
盗
み

に
入
っ
た
時
、
山
番
の
者
を
追
い
か
け
て
打
擲
に
及
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
理
由
を
藤
作
が
問
い
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
傳
兵
衛
た
ち
は
、
弥
右
衛
門
な

る
人
物
が
持
参
し
て
い
た
俵
な
ど
を
山
番
に
没
収
さ
れ
、
そ
れ
を
取
り
返
す
た

め
に
山
番
を
追
い
掛
け
た
と
回
答
し
て
い
る
。 

 

第
二
条
で
は
、
山
番
の
者
を
捕
ら
え
て
ど
う
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
、な
ぜ
多
人
数
で
追
い
か
け
た
の
か
と
藤
作
が
問
い
た
だ
し
た
の
に
対
し
、

傳
兵
衛
た
ち
は
、弥
右
衛
門
が
没
収
さ
れ
た
俵
な
ど
を
取
り
返
す
た
め
で
あ
り
、

ま
た
、
少
々
悩
ま
せ
て
お
け
ば
、
今
後
、
運
上
林
へ
入
り
込
み
易
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
追
い
掛
け
た
と
回
答
し
て
い
る
。 

 

第
三
条
で
は
、
運
上
林
へ
多
人
数
で
入
り
込
み
、
そ
の
上
、
山
番
の
者
を
打

擲
し
、
後
々
我
儘
に
運
上
林
へ
入
り
込
も
う
と
企
ん
だ
こ
と
に
対
し
、「
重
々
不

届
至
極
候
」
と
い
い
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
申
し
分
が
あ
る
か
、
と
藤
作
が
問

い
た
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
傳
兵
衛
た
ち
は
、
一
言
の
申
し
分
も
な
く
、

ど
の
よ
う
な
咎
め
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
も
構
わ
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
藤
作
は
吟
味
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
注
意
し
て
お
き
た

い
の
は
、
奥
書
に
名
を
連
ね
て
い
る
井
ノ
口
村
の
庄
屋
儀
左
衛
門
の
存
在
で
あ
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る
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
取
次
と
し
て
、
藤
作
と
傳
兵
衛
た
ち
と
の
間
に
入
る
こ

と
で
、
こ
の
吟
味
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
吟
味
の
仕
方
が

恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
が
、
大
庄
屋
が

広
大
な
組
内
を
支
配
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
彼
ら
を
支
え
た
庄
屋
の
存
在
に
も

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
今
回
の
事
件
に
加
わ
っ
て
い
た
藤
蔵
と
已
之
助
は
末
尾
に
名
が
記
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
吟
味
は
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
或
い
は
若
年
と
い

う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
弥

右
衛
門
も
事
件
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
吟
味
は
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。 

 

さ
て
、
右
の
文
書
を
受
け
た
藤
作
は
、
い
よ
い
よ
裁
判
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
年
同
月
、
北
野
村
の
山
持
惣
代
ら
が
辻
川
大
庄
屋
所

に
対
し
て
、「
西
野
々
村
庄
屋
佐
十
郎
ヲ
以
段
々
手
入
仕
、
内
済
仕
候
ニ
付
、
先

達
奉
差
上
候
願
書
何
卒
御
下
ケ
被
下
置
奉
願
上
候
」
と
、
願
書
の
下
げ
戻
し
を

願
っ
て
き
た
。 

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
知
る
た
め
に
、
こ
の
直
後
の
同
年
同

月
に
、
取
次
の
儀
左
衛
門
か
ら
辻
川
大
庄
屋
所
へ
提
出
さ
れ
た
一
札
を
見
て
み

る
と
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 

一
右
之
者
、
去
ル
巳
年
十
二
月
、
各
様
方
御
所
持
北
野
村
分
御
運
上
林
江

立
入
不
埒
仕
、
其
上
山
番
之
人
見
咎
メ
候
得
共
、
却
而
大
勢
馳
行
打
擲

も
可
仕
哉
ニ
強
勢
成
振
舞
御
坐
候
ニ
付
、
其
段
被
成
御
願
、
其
節
よ
り

段
々
御
調
之
上
、
弥
相
違
も
無
御
坐
候
ニ
付
、
御
咎
メ
之
程
恐
入
、
西

野
々
村
庄
屋
佐
十
郎
ヲ
以
段
々
御
歎
申
上
候
所
、
御
聞
届
被
下
御
願
下

ケ
被
成
下
、
七
人
之
者
者
不
及
申
、
村
中
一
統
難
有
仕
合
奉
存
罷
在 

 

つ
ま
り
、
咎
め
を
受
け
た
七
人
（
弥
右
衛
門
・
傳
兵
衛
・
粂
右
衛
門
・
常
次

郎
・
惣
左
衛
門
・
藤
蔵
・
已
之
助
）
は
、
西
野
々
村
の
庄
屋
佐
十
郎
に
北
野
村

と
の
仲
裁
を
依
頼
し
、
彼
の
歎
願
に
よ
っ
て
、
北
野
村
の
山
持
惣
代
ら
が
願
書

の
下
げ
戻
し
を
願
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

 

な
お
、
西
野
々
村
は
神
東
郡
内
の
村
で
あ
り
、
当
時
は
辻
川
組
に
属
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
な
ぜ
同
村
の
庄

屋
が
仲
裁
を
行
う
位
置
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、今
後
の
史
料
調
査
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

以
上
、
藤
作
に
よ
る
出
入
の
吟
味
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
彼
が
大
庄
屋
と

し
て
辻
川
組
内
で
裁
判
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は

現
存
す
る
大
庄
屋
三
木
家
に
江
戸
時
代
の
白
洲
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
見
た
事
例
で
は
、
最
終
的
に
は
内
済
に
よ
っ
て
決
着

が
付
い
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
含
め
て
、
今
後
、
他
の
史
料
も
合
わ
せ
て
分

析
す
る
こ
と
で
、
三
木
家
に
よ
る
出
入
の
吟
味
の
あ
り
方
を
、
よ
り
詳
細
に
解
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明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

  
 

４ 

村
々
の
取
締
り 

  

最
後
に
、
藤
作
が
村
々
の
取
締
り
に
当
た
っ
て
い
た
様
子
を
見
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

乍
恐
御
伺
之
口
上
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

山
崎
組
福
田
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新 

蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

孫
（
カ
）

四
郎
倅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

佐
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丈
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

吉
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

此
勇
吉
義
藤
十
郎
方
江 

 

参
居
候
者 

 

勇 

吉 

 
 

 
 

 
 

〆 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
谷
村 

半
四
郎
倅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀 

吉 

此
次
右
衛
門
義
佐
十
郎 

名
跡
為
相
続
、 

 
 
 

田
野
組 

次
右
衛
門 

 
 
 
 
 

恒
屋
村
よ
り
参
居
候
得 

 
 
 
 
 

共
、
未
入
帳
い
た
し
不 

 
 

申
者
由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

田
口
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

新 

蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

〆 

三木家住宅の白洲あと 
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右
之
者
共
去
午
十
二
月
廿
九
日
夜
、
新
蔵
宅
於
而
博
奕
仕
候
由
承
申
候
、

是
迄
ニ
も
非
人
番
よ
り
加
異
見
候
承

（
由
脱
カ
）

申
候
、
乍
恐
御
内
々
奉
申
上
候
、
以

上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
木
藤
作 

印 

 
 
 
 

文
政
六
未
正
月 

 
 
 
 

内
海
藤
橋
様 

 
 
 
 
 
 
 

御
役
処 

 

こ
の
口
上
書
は
文
政
六
年
一
月
に
、
大
庄
屋
三
木
藤
作
か
ら
代
官
内
海
藤
橋

の
役
所
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
一
二
月
二
九
日
の
夜
に
、
山
崎
組
福
田

村
・
神
谷
村
・
田
口
村
の
者
ど
も
が
、
田
口
村
の
新
蔵
宅
に
お
い
て
博
奕
を
し

て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
非
人
番
が
注
意
し
て
い
た
と

あ
る
の
で
、
常
習
犯
と
し
て
見
過
ご
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
藤
作
は
村
々
の
取
締
り
に
も
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
口
上
書
か
ら
は
、
彼
が
辻
川
組
に
隣
接
す
る
山
崎
組
（
図
１
の

⑧
）
の
大
庄
屋
を
兼
帯
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
文

化
九
年
（
一
八
一
二
）
八
月
以
降
、
姫
路
藩
が
大
庄
屋
の
削
減
を
命
じ
、
村
々

に
課
さ
れ
る
大
庄
屋
関
係
費
用
の
削
減
と
大
庄
屋
に
よ
る
恣
意
的
な
大
庄
屋
組

支
配
の
排
除
と
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る

（
３
）

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
、
こ
の
時
期
の
山
崎
組
を
ど
の
大
庄
屋
が
兼
帯
し
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
藤
作
が
山
崎
組
の
大
庄
屋
を
兼
帯
し
て
い
た

と
い
う
の
は
、
今
回
新
た
に
判
明
し
た
史
実
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
意
味
で
も
、
も
う
一
例
、
藤
作
が
村
々
の
取
締
り
に

当
た
っ
て
い
た
様
子
を
示
そ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

奉
差
上
候
一
札
之
事 

 
 

一
我
々
共
牛
博
労
札
頂
戴
仕
、
農
業
之
透
間
ニ
牛
売
買
仕
罷
在
候
、
然
処

兼
而
被
仰
渡
之
趣
忘
却
仕
、
無
札
之
者
共
ニ
相
交
下
博
労
抔
と
相
唱
牛

為
致
売
買
、
別
而
穢
多
博
労
之
義
ハ
前
々
厳
敷
御
法
度
ニ
御
坐
候
所
、

其
差
別
も
無
御
坐
、
不
埒
之
風
聞
達
御
聞
、
今
日
御
召
出
之
上
蒙
御
察

当
奉
恐
入
候
、
已
来
兼
而
被
仰
渡
之
趣
急
度
相
守
可
申
候
、
万
一
相
背

候
節
者
如
何
様
ニ
被
仰
付
候
共
、
其
節
一
言
之
申
分
無
御
坐
候
、
依
之

為
後
日
一
札
奉
差
上
候
所
、
少
も
相
違
無
御
坐
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
崎
組
西
治
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

徳
右
衛
門 

印 

福
田
村 

文
政
六
未
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

久
左
衛
門 

印 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

三
月
四
日 

 
 
 
 
 
 

山
崎
村 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
五
郎 

 

印 
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坂
戸
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
太
郎 

 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

溝
口
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

惣
太
夫 

 

印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

右
之
村
々
役
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辻
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
庄
屋
所 

 

こ
の
一
札
は
文
政
六
年
三
月
四
日
に
、
博
労
で
あ
る
山
崎
組
西
治
村
の
徳
右

衛
門
ら
か
ら
辻
川
大
庄
屋
所
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
無
札
の
者
を
下
博
労
な

ど
と
称
し
て
、
彼
ら
に
牛
の
売
買
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
と
誓
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
藤
作
が
山
崎
組
の
大
庄
屋
を
兼
帯
し
、
同
組
内
の
村
々
の
取

締
り
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
姫
路
藩
で
は
無

札
の
者
が
牛
の
売
買
に
携
わ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
守
ら
な

か
っ
た
徳
右
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
博
労
た
ち
を
藤
作
が
召
喚
し
た
上
で
非
難

し
、
右
の
禁
止
事
項
を
遵
守
す
る
よ
う
誓
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
同
年
同
月
同
日
に
、
山
崎
組
野
田
村
に
住
む
、
徳
右
衛
門
の
倅
徳
七

か
ら
も
辻
川
大
庄
屋
所
へ
一
札
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、「
私
義
是
迄
折
々
牛
売
買

仕
、博
労
ニ
似
寄
申
候
業
仕
候
様
風
聞
御
坐
候
趣
達
御
聞
、今
日
御
召
出
之
上
、

兼
而
御
法
度
義
相
承
知
、
右
之
次
第
厳
敷
蒙
御
察
当
、
一
言
之
申
訳
無
御
坐
奉

図１ 酒井家時代の大庄屋組  

羽田真也「播州姫路藩の触元大庄屋と在年行事について」（『関西学院史学』30、2003年）より引用。 
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恐
入
候
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
徳
七
は
先
の
一
札
に
見
た
無
札
の
者
の
一
人
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
今
後
は
牛
の
売
買
に
携
わ
ら
な
い
旨
を
誓
わ

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
藤
作
は
大
庄
屋
と
し
て
、
姫
路
藩
の
政
策
を
乱
す
者
に
対

し
て
は
厳
格
な
態
度
で
臨
ん
で
お
り
、
自
ら
の
管
轄
す
る
組
内
で
同
藩
の
政
策

を
下
支
え
す
る
職
務
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

（
１
）「
領
内
郷
村
高
覚
書
」（
『
姫
路
市
史
』
一
〇 

史
料
編
近
世Ⅰ

、
一
一
七

号
）
に
よ
る
。 

（
２
）「
国
訴
と
大
坂
町
奉
行
所
・
支
配
国
」（
『
日
本
史
研
究
』
五
六
四
、
二
〇

〇
九
年
）
。 

（
３
）
羽
田
真
也
「
播
州
姫
路
藩
の
触
元
大
庄
屋
と
在
年
行
事
に
つ
い
て
」（『
関

西
学
院
史
学
』
三
〇
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

 

お
わ
り
に 

  

最
初
の
課
題
設
定
に
従
い
、
辻
川
組
の
大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
。 

 

今
回
は
、
大
庄
屋
三
木
家
文
書
中
の
文
政
六
年
一
月
「
諸
御
用
日
記
」
の
み

を
素
材
と
し
た
た
め
、時
期
的
に
限
定
さ
れ
た
分
析
に
止
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、

紙
幅
の
関
係
上
、
全
面
的
な
分
析
は
な
し
え
て
い
な
い
。
機
会
を
改
め
て
全
面

的
な
分
析
を
行
い
た
い
と
思
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
庄
屋
三
木
家
文
書
中
に
は
、
こ
の
他
に
も
数
冊
の
職
務
日
記

が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
限
ら
な
い
、
多
様
な
大
庄
屋
の
職
務
の
実
態
を
示
す

史
料
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
の
実
態
を
解
明
し
、
姫
路
藩
の
大
庄
屋
制

の
全
貌
に
迫
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
と
思
う
。 


